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1．はじめに
1996年12月の時点で、共用、専用と理研・原研ビ

ームライン全てを含めて17本のフロントエンドの建
設が進行している。建設開始時期が異なるため、各
フロントエンドの建設はそれぞれに応じて異なった
状況にあるが、1997年秋には全て完成させる予定で
いる。SPring-8フロントエンドの設計に関する内容
は文献［1］～［5］を参考にしていただき、この記
事では、先行フロントエンドで行ったR&Dの結果
報告、主要コンポーネントの状況及び各ビームライ
ンでのフロントエンドの状況と今後の予定について
述べることにする。

2．先行フロントエンド報告
1995年10月よりフロントエンド設置の手順、調整

方法を確立する目的で、蓄積リング、実験ホールに
アンジュレータ用フロントエンドを実際同様に設置
する作業を開始した。SR科学技術情報誌［1］
（Vol.4, 1994, p14-p17）の図に示したフロントエン
ド全体配置図を見るとわかるように、各コンポーネ
ントは共通架台（2本のレールとそれらのサポート）
上に乗っている。この設計思想は、コンポーネント
の再配置や交換を容易することにある。これは、共
通架台のレール基準面とコンポーネント台の基準面
を合わせる（コンポーネントを乗せる）ことで、コ
ンポーネントの軸中心と放射光軸とが合うようにな
っている。
図1に示したのは、開発した専用冶具を用いてレ

ール基準面位置を調整した後、高精度テレスコープ
で覗き、レール基準面の変位量を測定し、その値を
各位置でプロットしたものである。また、同図には
コンポーネントを乗せた後でのフランジ中心（コン
ポーネント中心）の変位量も示してある。縦、横と
も、目標とした0.3mm以下に入っていることがわか
る。この設置手順、調整方法等は、多くの試行錯誤

の末、確立された。

3．挿入光源用主要コンポ－ネント
（1）マスク、アブソ－バ
標準型アンジュレータ用8セットとマルチポール

ウィグラー（MPW）用1セットを製作中である。そ
の内、標準型アンジュレータ用4セットはAdvanced
Photon Source（APS）との共同開発として製作して
いる。1997年2月中には、APS共同開発の1セットを
含む計5セットを設置する予定である。
軟Ｘ線用（BL25SU）の設計はほぼ終了している。

また、新型挿入光源、Figure-8が設置されるビーム
ライン（BL27SU）用のマスク、アブソーバについ
ては、挿入光源、フロントエンド、輸送チャネルの
全体構成を考慮しながら、設計を進めている。
また、高熱負荷コンポーネントに関して、より効
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率的な冷却方法の開発が重要であるとの認識から、
現在、冷却効率のより良い冷却水流路形状のＲ＆Ｄ
を進めている。
（2） XYスリット、前置スリット
標準型アンジュレータ用8セットとMPW用XYス

リット1台を発注し、1996年末には、標準型アンジ
ュレータ用4セットが納入され、フロントエンドに
設置される予定である。軟Ｘ線用（BL25SU）と
Figure-8用（BL27SU）の状況はマスク、アブソーバ
と同様である。
XYスリットの詳細はSR科学技術情報誌［3］の

記事に述べられている。前置スリットでは、無酸素
銅と等方性グラファイトの接合材を用いている。こ
の材料を超高真空内で使用するので、実機と同様の
テストピースで真空特性評価試験を行い、熱的脱離
によりガス放出の観点からはフロントエンド機器と
して十分使用に耐え得ることを確認している。接合
部強度の向上は、より大きなパワー密度の光源に対
応するために必要であり、今後もR&Dを続けてい
く項目である。
（3） 光位置モニター
光位置モニターの開発は第3世代放射光施設にお

いて重要課題の一つであり、SPring-8でも継続して
開発を行うべき項目である。SPring-8では、CVDダ
イヤモンドを用いたエリアとブレード型光伝導タイ
プを試作しており、SPring-8の稼働と同時に評価す
る予定でいる。各フロントエンドには、2個所に光
位置モニターを設置できるスペースを用意している
が、現在建設中の標準アンジュレータ用フロントエ
ンドに関しては、CVDダイヤモンド・ブレード型
光電子タイプ1機を上流側に設置することにしてい
る。また、試験調整運転にはワイヤー型プロファイ
ラーの性能評価も予定している。
偏向電磁石用は、既存の放射光施設で実績のある

三角形二分割電極型の改良型を導入することにして
いる。
（4） インターロック光モニター
これは放射光軸が200μrad以上変位した場合、機

器保護のために電子ビームをダンプする信号をだす
モニターである。その検出部は穴の空いたグラファ
イトシートでできており、正常時、放射光はその穴
を通過する。軸変位時には放射光がグラファイトシ
ートをヒットし、光電子放出による電流を信号とし
てみるものである。これは、挿入光源用フロントエ
ンドに設置される。

4．フロントエンドの建設状況
冒頭で述べたように、現在、総数17ビームライン

のフロントエンドが建設中である。その中で、標準
アンジュレータビームライン、BL47XU（R&D1）
と標準偏向電磁石ビームライン、BL02B1（結晶構
造解析）を1997年1月完成を目指して、優先的に進
めている。続いて、標準アンジュレータビームライ
ンのBL41XU（生体高分子結晶構造解析）、BL45XU
（理研構造生物学1）、BL09XU（核共鳴散乱）と標
準偏向電磁石ビームラインのBL01B1（XAFS）、
BL04B1（高温構造物性）の5本のフロントエンド建
設が進んでおり、フロントエンドシステム全体を
1997年の2月には完成させたいと考えている。標準
アンジュレータビームラインのBL39XU（生体分
析）、マルチポールウィグラービームラインの
BL08W（高エネルギ－非弾性散乱）、軟Ｘ線ビーム
ラインのBL25SU（軟Ｘ線固体分光）の高熱負荷コ
ンポーネント（マスク、アブソーバ、XYスリット、
前置スリットなど）の設置を含めた全体システムの
完成は供用開始前の長期シャットダウン時に行う予
定である。また、原研ビームラインの2本のフロン
トエンドもほぼ平行して進んでいる。

5．おわりに
現在、フロントエンドを含めてビームライン全体

の建設ラッシュである。この文章を書いている間に
も文章の内容が古くなっていくのを感じるほどで、
印刷物として読者のお手元に届く頃には、この内容
が“建設現状”として相応しいかどうか心配になり
ますが、1996年12月15日現在の建設現状ということ
とご理解ください。
また、本原稿の作成にあたり、フロントエンドグ

ループの方々からご助力頂いたことに感謝いたしま
す。
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